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平成17年度公文書館実務担当者研究会議
「公文書館における記録の公開と審査

―日本の歴史公文書の公開はどうあるべきか―」
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ション 
 

自己紹介 

２� 
問題提起： 
 
「アメリカ国立公文書館
における記録の公開と審
査」 
 
 
講師： 
ゲイリー・M・スターン 
（アメリカ国立公文書  
　記録管理局） 

２� 
質疑応答 
 
 
 
 
 
 
講師： 
ゲイリー・M・スタ
ーン 
司会： 
高山正也 
（国立公文書館理事） 

３� 
セッション 
 
質疑応答 
 
 
 
講師： 
ゲイリー・M・ス
ターン 
司会： 
牟田昌平 
（国立公文書館 
　公文書専門官） 

４� 
グループ討議 
 
論点 
・審査事例の 
　交換・検討 

３� 
セッション 
 
質疑応答 
 
 
 
講師： 
ゲイリー・M
・スターン 
司会： 
牟田昌平 

４� 
グループ討議 
（まとめ） 

４� 
グループ討論 
 
論点 
・公開診査の独立性 
・利用者への対応 
（目録の公開 
　公開基準の公開） 

５ 
全体討論　まとめ 
 
コメント： 
　高田正也 
　牟田昌平 

４� 
グループ討論 
 
論点 
・利用制限の内容 
・利用制限の期間 
（上限） 
・個人情報保護規程 
・不服申出規定 

１ 
問題提起： 
 
「歴史的文書の公
開―日本とドイツ
の場合―」（仮） 
 
質疑応答 
講師： 
藤原静雄  
（筑波大学大学院
　ビジネス科学 
　研究科教授） 

昼休み 

研究会議受講者

高橋　和宏（外務省外交史料館）、谷川　秀昭（税務大学校租税史料館）、長谷川　浩一（最高裁判所）、

小野寺克己（宮城県公文書館）、堤　　明彦（秋田県公文書館）、轡田　克史（福島県歴史資料館）、

折笠　修平（茨城県立歴史館）、中村　みき（群馬県立文書館）、三田　　博（埼玉県立文書館）、

中林　明美（東京都公文書館）、石原　一則（神奈川県立公文書館）、鈴木　香織（福井県文書館）、

児玉　卓文（長野県立歴史館）、森　　年彦（愛知県公文書館）、渡辺　佳子（京都府立総合資料館）、

西向　宏介（広島県立文書館）、吉田　真夫（山口県文書館）、垣花　優子（沖縄県公文書館）、

佐藤　郁夫（宮崎県文書センター）、鬼塚　　博（飯田市歴史研究所）、

村上　大輔（日本銀行金融研究所アーカイブ）、米川　恒夫（国立公文書館）


